
 インフルエンザ 

感染した人の飛沫（咳・鼻水）

によって感染する。通常の風邪に

比べて全身症状が強い。 

 症状／発熱（３８℃以上）、寒気、

頭痛、咳、のど痛、鼻水、筋肉痛、

関節痛など 

        ★発症後５日間、 

        解熱後２日間が 

        経つまで登校は 

        できません。 

        （出席停止） 

 

 

 

 

 

 

冬休みが終わり、３学期が始まりました。２学期までの疲れはリフレッシュできたでしょうか？ 

 これから新しい１年が始まります。今年の干支は壬寅（みずのえとら）といい、新しいことを始めるのに良い年とされ

ています。みなさんはどんな１年にしたいですか？ぜひ今年の目標を決めて、実現に向けて行動してみましょう。 

 また１年みなさんが健康に過ごせることを願っています。本年もどうぞよろしくお願いします。 
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冬は感染症が流行りやすい季節です 
 

国内の新型コロナウイルス感染症の感染者数が再び急増しています。また、冬は気温が低く乾燥もし 

ているため、ウイルスや菌が大好きな季節です。寒さで人の免疫力も低下しているので油断して感染症 

予防を怠っていると、コロナだけでなく、風邪やさまざまな感染症にかかりやすくなってしまいます。 

 長い間 感染症予防に努めてきた分、一息つきたい気持ちもわかりますが、引き続きマスク、手洗い、 

消毒、換気、食事中を含めマスクがない状態での会話に気を付けて生活するようにしましょう。 

◆冬の代表的な感染症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今すぐできる！リラックス方法 
 人は日々ストレスにさらされながら生活しています。ずっとストレスを解消できずにためこんでいると、頭痛や腹痛な

ど、身体の不調となって現れてしまいます。今回は、簡単にできるリラックスにつながるストレッチを５つ紹介します。 

 

 

 

 

 

  元気が一番！ 
川口市立高等学校 保健室 
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ウイルス性胃腸炎 

ウイルスに汚染された食物から

感染したり、感染した人の嘔吐物

や便を介して感染する。 

症状／吐き気、突発的な嘔吐、

下痢、発熱など 

★嘔吐や下痢によって水分が失わ 

     れるとともに、食欲 

     低下から水分を摂ら 

        なくなりやす 

        いため脱水に 

        注意が必要。 

溶連菌感染症 

感染した人との接触や飛沫から

感染する。主にのどの症状がみら

れ、咳やくしゃみ、鼻水の症状は

みられないところが特徴。 

症状／発熱（３８℃以上）、のど

痛、舌の発疹、リンパ節の腫れ、  

倦怠感など 

       ★合併症を発症 

       する場合もある 

       ため、医療機関 

        の受診が大切。 

 

 

親指以外の四指で 

頭をつかみ、親指 

で首筋を押すよう 

にマッサージする 

肩を上げて 

少し止め、 

息を吐き 

ながら力を 

抜いてスト 

ンと落とす 

両手を組んで前 

へ伸ばし、おへそ 

をのぞくように 

背中を丸める 

両手を組んで

上に伸ばしな

がら胸を張る 

腰を伸ばして、身体

を後ろにひねり、背

もたれをつかむ 
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コロナを知ろう～現在の感染状況～ 
 １０月以降だんだん落ち着いてきていた新型コロナウイルス感染症の感染者数ですが、１２月末から再び急激に増加して

います。この原因の１つが、新たな変異株「オミクロン株」です。現在の新規感染者のうち、オミクロン株の感染が疑わ

れる人の割合は、約７９％となっています。市中感染の疑いがある人もおり、今後感染者数は増加していくことが予想さ

れます。これから再び我慢の日々が続くと思いますが、みんなで協力して感染症予防に努めていきましょう。 

 

感染力は歴代№1！爆発的に増えるオミクロン株 
 感染者数が急増している原因とされるオミクロン株。従来の変異株に比べて、どのような特徴があるのでしょうか。 

   感染力がとにかく強い！ 

 オミクロン株の感染力は、以前まで感染力が強いと言われていたデルタ株の2.77 倍と推計されています。 

   発症までの期間が短い！ 

 海外からの報告によると潜伏期は３～４日で、従来の新型コロナウイルスよりも２日ほど短くなっているようです。 

   発症したときの症状にも変化が？ 

 流行初期に多くみられていた息切れや味覚異常などの症状は少なく、咳、鼻水、だるさ、のどの痛み、頭痛、くしゃみ

といった「かぜ症状」が多く確認されています。軽い症状であっても、病院を受診することをおすすめします。 

   入院や重症化のリスクは低い？ 

 従来の変異株に比べて、入院や重症化のリスクは低い可能性があるようです。また、ワクチンの接種によって重症度が

低くなることが報告されています。しかし、持病がある人や高齢者については、変わらず注意が必要です。 

   ワクチンを接種していても感染する可能性が高い！ 

 過去のオミクロン株の感染者のうち、８０％近くがワクチン接種済みだったという報告があり、２回のワクチン接種済

みの人も、過去に感染したことがある人も、オミクロン株に感染する可能性があります。 

   医療関係者の感染や濃厚接触者の急増により、医療現場は人手不足に・・・ 

 従来のものに比べて感染力が強いため、治療している医療関係者の間でも感染が拡大しています。また、感染せずとも

濃厚接触者になると自宅待機になってしまうため、病床数だけでなく人手不足も深刻になりつつあります。 

誰でも感染する可能性があります。より気を引き締めて感染症予防に取り組んでいきましょう。 

7 10 12 8 11 19 12 14 10 21 38
82

150

214

332

401

292

227

547

0

100

200

300

400

500

600

埼玉県の新規感染者数（人）

１０日ほどで５５倍に！！ 


